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は
じ
め
に

　

一
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
子
女
の
う
ち
二
七
名
が
、
御
三
家
・
御
三
卿
の
み
な
ら

ず
諸
大
名
家
へ
養
子
入
り
・
輿
入
れ
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
九
世
紀
以
降
、

特
に
文
政
・
天
保
期
を
中
心
に
諸
大
名
家
の
家
格
が
変
動
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
時
期
の
大
名
家
の
家
格
変
動
は
、
幕
末
期
に
至
り
大
名
が
政
治
的
に

浮
上
す
る
前
提
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な
検
討
は
多
く
な
い
。
幕
末
期

ま
で
見
通
し
た
政
治
史
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
こ
の
変
動
が
幕
府
の
制
度
や
大

名
家
同
士
の
結
び
つ
き
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
追
究
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
具
体
的
な
影
響
に
つ
い
て
、
法
令
の
伝
達
方
法
の

変
化
を
事
例
に
検
討
し
て
い
く
。

　

天
保
期
の
諸
大
名
の
官
位
上
昇
は
、
徳
川
家
斉
の
太
政
大
臣
昇
進
と
い
う
前
例
に

な
い
昇
進
が
一
因
と
な
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
均
衡
を
保
っ
て
き
た
大

名
家
間
の
家
格
は
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
大
名
家
格
制
に
歪
み
を
生
じ
さ
せ
て
い
っ
た

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
時
期
の
家
格
変
動
は
官
位
や
石
高
の
み
な
ら
ず
、

江
戸
城
中
の
殿
席
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
殿
席
は
将
軍
家
と
の

親
疎
な
ど
に
よ
り
異
動
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、
安
永
期
と
天
保
期
の
比
較
か
ら
養

子
入
り
な
ど
を
背
景
に
、
大
広
間
か
ら
大
廊
下
下
之
部
屋
（
以
下
、
大
廊
下
席
）
へ

の
異
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
大
広
間
か
ら
大
廊
下
席
へ
異
動
と
な
っ

た
早
い
例
と
し
て
は
、
宝
暦
期
の
福
井
松
平
家
の
事
例
が
知
ら
れ
る
。
近
年
は
将
軍

家
か
ら
の
養
子
流
入
に
つ
い
て
、
個
別
の
大
名
家
の
視
点
か
ら
も
研
究
さ
れ
、
津
山

松
平
家
な
ど
を
事
例
に
加
増
や
官
位
昇
進
運
動
の
経
過
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
幕
府
法
令
の
大
名
家
へ
の
伝
達
は
、
徳
川
政
権
の
安
定
し
た
一
七
世
紀
後

半
以
降
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
採
用
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
御
三
家
へ
は
近
世
前
期

よ
り
法
令
を
一
通
ず
つ
伝
達
す
る
「
格
通
」
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
他
の
大
名

家
へ
の
伝
達
は
、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
主
導
し
た
享
保
改
革
が
、
そ
の
確
立
に
あ

た
っ
て
大
き
な
意
義
を
有
し
た
。
具
体
的
に
は
、
対
象
と
な
る
大
名
家
に
法
令
が
一

通
ず
つ
伝
達
さ
れ
る
惣
触
が
減
少
し
、
代
わ
っ
て
幕
府
の
負
担
軽
減
（
換
言
す
れ
ば

大
名
家
へ
の
負
担
転
嫁
）
を
目
的
に
、
江
戸
城
中
の
殿
席
や
幕
府
役
職
を
基
準
に
大

名
家
を
組
分
け
し
、
大
目
付
か
ら
出
さ
れ
た
法
令
を
組
ご
と
に
写
し
取
る
廻
状
方
式

が
確
立
さ
れ
る
。
こ
れ
は
宝
暦
明
和
期
以
降
、
基
本
的
な
伝
達
方
法
の
前
提
と
な
り
、

以
後
幕
末
期
ま
で
採
用
さ
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
一
九
世
紀
以
降
、
将
軍
家
斉
の
養
子
縁
組
に
と
も
な
う
大
名
家

の
官
位
上
昇
や
殿
席
の
異
動
に
よ
っ
て
、
享
保
改
革
以
降
に
確
立
し
た
殿
席
を
基
準

と
す
る
法
令
伝
達
の
方
法
に
つ
い
て
も
変
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
管
見
の
限
り
研
究
が
な
く
、
近
世
後
期
の
家
格
変
動
に
よ
る
大
名
家
へ
の

影
響
を
検
討
す
る
う
え
で
有
意
義
だ
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
鳥
取
池
田
家
と
津
山
松
平
家
を
事
例
に
、
一
九
世
紀
初
頭
の
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家
格
上
昇
と
そ
れ
に
と
も
な
う
法
令
伝
達
方
法
の
変
化
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
こ

の
二
家
は
も
と
大
広
間
に
詰
め
て
お
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
同
時
期
に
将
軍
家
か
ら

の
養
子
入
り
と
大
廊
下
席
へ
の
異
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
両
家
を
取
り
上
げ
る
理

由
は
、
徳
川
家
斉
の
嗣
子
が
御
三
家
・
御
三
卿
を
除
く
大
名
家
へ
養
子
入
り
し
た

も
っ
と
も
早
い
事
例
で
あ
り
、以
降
の
先
例
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
第
一
に
将
軍
家
か
ら
の
養
子
入
り
の
経
過
と
そ
れ
に
と
も
な
う
殿

席
の
変
化
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
第
二
に
文
政
・
天
保
期
の
法
令
伝
達
を
事
例
に
制

度
の
変
化
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
大
名
家
の
家
格
上
昇
が
、
家
同
士
の
結

び
つ
き
な
ど
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
、
事
例
と

す
る
大
廊
下
席
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一
、
将
軍
家
か
ら
の
養
子
入
り
と
法
令
伝
達
の
変
化

（
１
）
将
軍
家
か
ら
の
養
子
入
り

　

文
化
一
四
（
一
八
一
七
）
年
九
月
一
二
日
、
老
中
青
山
忠
裕
の
勝
手
へ
鳥
取
池
田

家
の
留
守
居
・
岡
部
善
右
衛
門
が
呼
び
出
さ
れ
、「
明
日
五
半
時
頃
迄
御
宅
え
殿
様

御
出
被
成
候
様
」
と
、
明
日
当
主
池
田
斉
稷
が
青
山
宅
を
訪
れ
る
よ
う
に
通
達
さ
れ

る
。
同
日
、
奥
右
筆
蜷
川
伊
兵
衛
か
ら
も
呼
び
出
し
が
あ
り
、
こ
ち
ら
へ
は
留
守
居

の
和
田
衛
守
が
赴
い
た
。そ
う
し
た
と
こ
ろ
、明
日
の
青
山
か
ら
の
呼
び
出
し
は「
御

養
子
之
儀
、
御
内
意
有
之
、
御
用
番
青
山
下
野
守
様
ゟ
明
日
御
逢
可
被
成
旨
内
々
被

申
聞
候
」
と
、
将
軍
家
よ
り
鳥
取
池
田
家
へ
の
養
子
入
り
に
つ
い
て
内
意
が
あ
り
、

内
々
の
伝
達
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

翌
日
、
青
山
を
訪
れ
る
と
、「
近
日
改
而
被
仰
出
ニ
而
可
有
之
候
」
と
し
な
が
ら

養
子
入
り
の
内
意
が
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
内
意
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
鳥
取
池
田
家
は

家
老
で
あ
る
乾
長
胤
を
も
っ
て
紀
州
徳
川
家
・
田
安
家
・
岡
山
池
田
家
へ
吹
聴
し
、

仙
台
伊
達
家
や
鍋
島
家
な
ど
同
じ
大
広
間
に
列
す
る
諸
家
へ
は
勤
役
よ
り
廻
状
を

も
っ
て
伝
達
し
て
い
る
。

　

同
一
七
日
に
は
老
中
青
山
忠
裕
・
阿
部
正
精
の
連
名
で
一
八
日
に
登
城
す
る
よ
う

に
と
の
奉
書
が
届
く
。
翌
日
、
六
半
時
に
登
城
す
る
と
御
座
之
間
に
て
「
乙
五
郎
殿

御
事
、
娘
え
聟
養
子
被
仰
出
旨
、
上
意
之
趣
」
を
仰
せ
渡
さ
れ
、
徳
川
家
斉
の
第
一

二
男
で
あ
る
乙
五
郎
（
元
服
後
、
斉
衆
）
を
鳥
取
池
田
家
の
養
子
に
迎
え
る
旨
の
上

意
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
将
軍
家
か
ら
の
養
子
縁
組
の
通
達
は
「
松
平
越
後
守
様
御

出
席
御
同
様
被
仰
渡
」
と
あ
り
、
津
山
松
平
家
の
当
主
で
あ
る
松
平
越
後
守
斉
孝
へ

も
同
時
に
実
施
さ
れ
た
。

　

津
山
松
平
家
で
は
、
文
化
一
四
年
九
月
一
一
日
に
鳥
取
池
田
家
同
様
、
老
中
青
山

忠
裕
の
勝
手
へ
留
守
居
が
呼
ば
れ
、
翌
日
に
聟
養
子
の
内
談
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ

し
て
一
八
日
の
登
城
の
際
に
鳥
取
池
田
家
と
同
じ
く
、
家
斉
第
一
四
男
で
あ
る
銀
之

助
（
元
服
後
、
斉
民
）
の
養
子
入
り
が
通
達
さ
れ
た
。
ま
た
同
月
に
は
福
井
松
平
家

世
子
で
あ
る
松
平
斉
承
と
家
斉
第
一
二
女
浅
姫
と
の
縁
組
も
成
立
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
将
軍
家
斉
の
子
女
と
諸
大
名
家
と
の
養
子
縁
組
を
【
表
１
】
に
ま
と
め

た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ま
で
御
三
家
・
御
三
卿
に
限
ら
れ
て
い
た
将
軍
子
女
の
養
子

入
り
が
、
文
化
一
四
年
を
契
機
と
し
て
鳥
取
池
田
家
、
津
山
松
平
家
な
ど
諸
大
名
家

へ
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

鳥
取
池
田
家
は
、こ
の
養
子
入
り
に
よ
っ
て
同
年
一
二
月
に
斉
稷
が
従
四
位
上
へ
、

文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
に
は
左
近
衛
中
将
へ
昇
進
し
葵
紋
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。

同
五
年
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
、殿
席
が
大
広
間
か
ら
大
廊
下
席
へ
異
動
し
て
い
る
。

同
七
年
三
月
一
三
日
に
乙
五
郎
が
元
服
し
て
名
を
斉
衆
と
し
、
従
四
位
上
・
侍
従
・

民
部
大
輔
へ
昇
進
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
家
紋
も
こ
れ
ま
で
葵
紋
と
揚
羽
蝶
紋
の
混

用
か
ら
、
葵
紋
の
専
用
が
認
め
ら
れ
た
。
斉
衆
は
元
服
後
、
家
督
を
継
ぐ
こ
と
な
く

死
去
し
て
し
ま
う
が
、
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
に
は
家
斉
の
二
八
女
で
あ
る
泰
姫

が
嫡
子
池
田
斉
訓
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
同
年
に
は
斉
訓
の
家
督
相
続
後
、

引
続
き
大
廊
下
席
詰
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将
軍
家
と
の
二
重
の
縁
組
に

よ
っ
て
鳥
取
池
田
家
の
昇
進
し
た
格
式
は
そ
の
後
も
維
持
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
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【表１】徳川家斉子女縁組先一覧
番号 名前 縁組先 縁組年 領地 備考

１ 淑姫 徳川斉朝 寛政８年 尾張名古屋 寛政元年３月誕生。寛政２年８月徳川五郎太と縁組。五郎太死去
につき寛政８年２月に徳川斉朝と再縁組。

２ 敬之助 徳川宗睦 寛政８年 尾張名古屋 家督前死去。寛政７年12月誕生。寛政８年３月に尾張藩徳川宗睦
へ養子入。寛政９年死去。

３ 敦之助 清水家 寛政10年 清水家 家督前死去。寛政８年３月誕生。寛政10年11月清水屋敷へ住居。
寛政11年死去。

４ 綾姫 伊達周宗 寛政９年 陸奥仙台 寛政８年７月誕生。寛政９年閏７月伊達周宗と縁組。寛政10年３
月死去。

５ 峯姫 徳川斉脩 享和３年 常陸水戸 寛政12年閏４月誕生。享和３年６月徳川斉脩と縁組。文化11年婚
礼。

６ 徳川斉順 徳川治宝 文化13年 紀伊和歌山 享和元年９月誕生。文化２年清水屋敷へ住居。文化13年徳川治宝
へ聟養子入。文政２年婚礼。文政７年家督相続。

７ 浅姫 松平斉承 文化14年 越前福井 享和３年12月誕生。文化４年６月伊達周宗と縁組、その後文化14
年に松平斉承と縁組。文政２年婚姻。

８ 元姫 松平容衆 文化14年 陸奥会津 文化５年７月誕生。文化14年松平容衆と縁組。文政４年２月に婚
礼。同年８月に死去。

９ 文姫 松平頼胤 文政２年 讃岐高松 文化６年７月誕生。文政２年松平頼胤と縁組。文政９年に婚礼。
天保８年に死去。

10 清水斉明 清水家 文化13年 清水家 文化６年12月誕生。文化13年清水屋敷へ住居。文化14年伏見貞敬
親王姫と縁組。文政６年婚姻。文政10年６月死去。

11 徳川斉荘 徳川斉温 天保10年 尾張名古屋 文化７年６月誕生。文化10年田安斉匡へ養子入。天保10年尾張徳
川家を相続。弘化２年７月死去。

12 盛姫 鍋島直正 文政２年 肥前佐賀 文化８年３月誕生。文政２年鍋島直正と縁組。文政８年に婚礼。
弘化３年３月死去。

13 池田斉衆 池田斉稷 文化14年 因幡鳥取 家督前死去。文化９年４月誕生。文化14年池田斉稷へ養子入。文
政９年３月に死去。

14 和姫 毛利斉広 文政６年 長門萩 文化10年正月誕生。文政６年に毛利斉広と縁組。文政12年に婚礼。
文政13年７月に死去。

15 溶姫 前田斉泰 文政６年 加賀金沢 文化10年３月誕生。文政６年４月に前田斉泰と縁組。文政９年に
婚礼。慶応４年５月死去。

16 松平斉民 松平斉孝 文化14年 美作津山 文化11年７月誕生。文化14年９月に松平斉孝へ養子入。天保２年
家督。明治24年３月死去。

17 末姫 浅野斉粛 文政６年 安芸広島 文化14年９月誕生。文政６年浅野斉粛と縁組。天保４年婚礼。天
保14年７月死去。

18 喜代姫 酒井忠学 文政５年 播磨姫路 文政元年７月誕生。文政５年６月酒井忠学と縁組。天保３年婚礼。
弘化元年10月死去。

19 永姫 一橋斉礼 文政８年 一橋家 文政２年正月誕生。文政８年一橋斉礼と縁組。天保６年婚礼。明
治８年９月死去。

20 徳川斉温 徳川斉朝 文政５年 尾張名古屋 文政２年５月誕生。文政５年徳川斉朝に養子入。天保10年３月死
去。

21 松平斉良 松平武厚 文政５年 上野館林 家督前死去。文政２年10月誕生。文政５年６月に松平武厚へ養子
入。天保５年元服。天保10年６月死去。

22 清水斉彊 清水家 文政10年 清水家 文政３年４月誕生。文政10年清水屋敷へ住居。天保４年元服。嘉
永２年３月死去。

23 松平斉善 松平斉承 天保６年 越前福井 文政３年９月誕生。天保６年閏７月松平斉承へ養子入。同年家督。
天保９年死去。

24 蜂須賀斉裕 蜂須賀斉昌 文政10年 阿波徳島 文政４年９月誕生。文政10年蜂須賀斉昌へ養子入。天保14年家督。
慶応４年正月死去。

25 松平斉省 松平矩典 文政10年 武蔵川越 家督前死去。文政６年正月誕生。文政10年松平矩典へ養子入。同
年12月引き移り。天保12年死去。

26 松平斉宣 松平直韶 文政10年 播磨明石 文政８年３月誕生。文政10年松平直韶へ養子入。天保11年家督。
天保15年５月に死去。

27 泰姫 池田斉訓 天保２年 因幡鳥取 文政10年10月誕生。天保２年９月池田斉訓と縁組。天保11年婚姻。
天保14年７月斉訓死去。その後将軍家へ戻る。

『徳川諸家系譜』二（続群書類従完成会、1974年）、大石学編『徳川歴代将軍事典』（吉川弘文館、2013年）をもとに作成。早
世した子女は除いた。
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え
ら
れ
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
う
ち
殿
席
の
異
動
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
て
い
き

た
い
。

（
２
）
殿
席
異
動
の
背
景

　

文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
閏
正
月
一
五
日
、
月
次
登
城
の
際
に
池
田
斉
稷
と
松
平

斉
孝
は
、
御
礼
後
の
居
残
り
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
老
中
列
座
の
も
と
斉

稷
お
よ
び
斉
孝
は
、
殿
席
が
大
広
間
か
ら
大
廊
下
席
へ
異
動
と
な
る
こ
と
を
通
達
さ

れ
る
。
こ
の
際
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
「
乙
五
郎
（
斉
衆
）・
銀
之
助
（
斉
民
）
儀

も
同
様
罷
在
候
様
可
被
達
候
」
と
、
従
来
で
あ
れ
ば
格
が
下
が
る
は
ず
で
あ
る
嫡
子

の
殿
席
に
つ
い
て
も
、
養
父
同
様
大
廊
下
席
に
列
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
家
格
の
上
昇
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
拠
と
な
る
実
績
や
幕
閣
な
ど
へ

の
根
回
し
、
賄
賂
な
ど
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
時
期
に

殿
席
が
異
動
す
る
背
景
に
は
、
ど
う
い
っ
た
理
由
が
あ
る
の
か
。
次
の
二
点
か
ら
検

討
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
家
斉
の
子
女
を
受
け
入
れ
た
大
名
家
の
う
ち
、
殿
席
が
大
廊
下
席
へ
と
異

動
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
家
は
、
津
山
松
平
家
・
川
越
松
平
家
・
館
林
松
平

家
・
蜂
須
賀
家
・
鳥
取
池
田
家
・
明
石
松
平
家
の
六
家
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
大
広
間

か
ら
異
動
し
、【
表
１
】
に
よ
れ
ば
、
男
子
が
養
子
入
り
し
て
い
る
点
が
共
通
し
て

い
る
。

　

次
に
鳥
取
池
田
家
と
津
山
松
平
家
へ
の
大
廊
下
席
異
動
の
通
達
が
、
同
日
に
実
施

さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
後
二
月
一
日
に
乙
五
郎
と
銀
之
助
は
、
養
子
入
り
後

初
の
御
目
見
を
実
施
し
て
い
る
。
鳥
取
池
田
家
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
文
政
四

年
一
二
月
に
「
来
春
早
々
御
目
見
之
願
書
」
を
提
出
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
御
目

見
の
際
に
乙
五
郎
は
、
養
父
池
田
斉
稷
と
共
に
登
城
し
、
大
廊
下
席
に
入
っ
て
い
る
。

　

こ
の
御
目
見
に
つ
い
て
、
も
う
一
事
例
を
確
認
す
る
と
、
蜂
須
賀
家
と
川
越
松
平

家
は
、
文
政
一
〇
年
に
将
軍
家
か
ら
養
子
を
迎
え
て
い
る
。
両
家
は
天
保
六
（
一
八

三
五
）
年
閏
七
月
に
御
目
見
の
内
願
を
実
施
し
て
お
り
、
一
一
月
一
五
日
に
御
目
見

を
し
て
い
る
。
そ
の
直
前
の
一
一
月
八
日
に
は
、
大
廊
下
席
へ
異
動
し
て
い
る
。
こ

の
内
願
書
の
う
ち
、
川
越
松
平
家
が
大
奥
へ
提
出
し
た
も
の
を
確
認
す
る
と
、「
御

続
か
ら
の
儀
に
候
ヘ
ハ
、
大
廊
下
下
モ
の
休
息
所
に
罷
在
候
や
う
御
沙
汰
な
し
下
さ

れ
、
引
続
き
五
節
句
月
次
出
仕
を
も
願
ひ
候
節
ハ
、
何
卒
外
兄
弟
と
も
同
や
う
の
御

席
に
て
御
礼
申
上
候
や
う
仕
り
た
く
そ
ん
し
奉
り
候
」
と
あ
り
、「
外
兄
弟
」
で
あ

る
鳥
取
池
田
家
と
津
山
松
平
家
の
例
が
、
そ
の
先
例
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
こ
の
時
期
に
大
名
家
の
殿
席
が
異
動
と
な
る
理
由
と
し
て
、

将
軍
家
か
ら
養
子
入
り
し
た
嫡
子
の
御
目
見
が
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。
殿
席
の
異
動
は
御
目
見
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
た
め
、
女
子
が
入
っ
た
家

で
は
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
男
子
が
養
子
入
り
し
た
大
名
家
の
み
の
異
動
で
あ
っ
た

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
殿
席
の
異
動
と
法
令
伝
達

　

そ
れ
で
は
享
保
期
以
降
、
大
名
の
殿
席
ご
と
に
廻
状
形
式
で
順
達
さ
れ
て
い
た
幕

府
か
ら
の
法
令
は
、殿
席
の
異
動
に
と
も
な
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

鳥
取
池
田
家
が
殿
席
の
異
動
を
通
達
さ
れ
た
直
後
で
あ
る
、
文
政
五
（
一
八
二
二
）

年
閏
正
月
一
七
日
付
の
鳥
取
池
田
家
の
「
留
守
居
日
記
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

【
史
料
１
】

一
、
今
朝
四
時
過
、
大
御
目
付
ゟ　
　

此
御
方
様
御
一
名
宛
ニ
而
御
達
書
致
到

来
候
、
右
は
大
廊
下
之
御
方
ニ
は
都
而
御
廻
状
別
触
ニ
相
成
り
候
趣
相
聞
候

ニ
付
、
松
平
越
前
守
様
衆
え
取
扱
方
及
問
合
候
処
、
御
一
名
宛
御
達
書
御
到

来
候
節
は
、
右
御
達
書
留
置
被
成
、
御
承
知
候
旨
奉
札
御
指
出
ニ
成
候
而
已

ニ
而
、
別
段
御
答
之
御
使
者
等
不
被
成
御
差
出
候
旨
申
来
り
候
間
、
此
度
ゟ

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
福
井
・
松
平
治
好
）
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此
御
方
様
ニ
而
も
御
達
書
此
方
え
留
置
、
都
而
越
前
守
様
御
振
合
ニ
而
奉
札

左
之
通
相
認
差
出
候
事
、（
略
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
従
来
大
広
間
詰
の
鳥
取
池
田
家
は
、大
目
付
か
ら
の
廻
状
に
て「
達

書
」
が
通
達
さ
れ
て
い
た
が
、
大
廊
下
席
へ
異
動
し
た
こ
と
で
一
家
ご
と
に
「
達
書
」

が
到
来
す
る
別
触
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
鳥
取
池
田
家
か
ら
福
井

松
平
家
へ
問
い
合
わ
せ
を
し
た
と
こ
ろ
、
一
家
ず
つ
の
場
合
は
、
到
来
し
た
法
令
は

自
家
に
留
め
置
き
、大
目
付
へ
は
承
知
し
た
旨
の
奉
札
を
差
し
出
せ
ば
良
い
と
い
う
。

そ
し
て
鳥
取
池
田
家
は
、福
井
松
平
家
と
同
様
の
振
り
合
い
で
奉
札
を
提
出
し
て
い
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
大
名
家
へ
の
一
通
ず
つ
の
法
令
伝
達
は
「
格
通
」
と
も
称
さ

れ
、
御
三
家
に
適
用
さ
れ
た
格
式
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
大
廊
下
席
へ
異
動
し
た
福

井
松
平
家
や
、
そ
れ
を
先
例
と
し
て
鳥
取
池
田
家
へ
も
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考

慮
す
れ
ば
、
御
三
家
と
大
廊
下
席
へ
採
用
さ
れ
る
方
法
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
こ
の
変
化
の
実
態
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。
文
政
五
年
二

月
六
日
、
一
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
は
従
一
位
左
大
臣
に
昇
叙
転
任
し
、
左
近
衛
大
将

を
兼
任
す
る
。
こ
の
祝
儀
能
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
同
一
〇
日
に
大
目
付
石
谷
清
豊

の
用
人
よ
り
鳥
取
池
田
家
へ
達
し
が
到
来
す
る
。
そ
こ
で
は
「
御
同
列
中
様
方
之
内

御
在
府
御
方
様
并
御
嫡
子
様
方
」
の
な
か
で
、
参
加
に
差
し
支
え
が
あ
る
者
に
つ
い

て
、「
御
仲
ケ
間
中
御
聞
合
、
明
夕
迄
ニ
被
仰
知
可
被
下
候
」
と
、「
同
列
」
の
都
合

を
確
認
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
達
し
を
受
け
て
、
鳥
取
池
田
家
の
留
守
居
は
石
谷
の
用
人
へ
「
御
同
列
」
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。

【
史
料
２
】

今
般
因
幡
守
儀
御
礼
席
被　

仰
出
、
大
廊
下
下
之
御
部
屋
え
罷
在
候
様
被　

仰

出
候
後
は
、
都
而
御
触
達
之
儀
、
別
段
御
達
等
被
仰
下
候
付
、
右
之
御
意
味
合

相
考
候
得
は
、
御
同
列
中
様
方
え
と
被
仰
下
候
儀
、
松
平
加
賀
守
様
・
松
平
越

前
守
様
・
松
平
豊
後
守
様
・
松
平
越
後
守
様
方
え
、
右
之
趣
通
達
仕
候
儀
ニ
も

可
有
之
哉
ニ
相
心
得
申
候
、
乍
去
若
又
大
広
間
御
席
御
一
統
様
方
え
通
達
仕
候

儀
ニ
も
御
座
候
哉
、
先
此
段
貴
様
迄
御
内
々
御
問
合
仕
候
、

　

鳥
取
池
田
家
は
、
大
廊
下
席
へ
異
動
し
た
後
、
幕
府
よ
り
の
法
令
が
「
別
段
御
達
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
を
考
え
れ
ば
、
鳥
取
池
田
家
の
「
御
同
列
」
は
松
平
加
賀

守
以
下
の
大
廊
下
席
に
詰
め
る
諸
大
名
と
考
え
れ
ば
良
い
の
か
、
そ
れ
と
も
従
来
の

大
広
間
に
詰
め
る
大
名
で
あ
る
の
か
、
内
々
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。

　

こ
の
後
、
石
谷
か
ら
は
「
先
刻
之
御
達
書
面
御
不
用
と
御
心
得
可
成
と
奉
存
候
」

と
の
回
答
を
得
て
お
り
、
大
広
間
諸
家
へ
の
確
認
は
不
要
と
さ
れ
た
。
こ
の
点
か
ら

鳥
取
池
田
家
の
「
御
同
列
」
は
大
広
間
で
は
な
く
、
大
廊
下
席
の
諸
家
で
あ
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
同
月
一
一
日
に
は
目
付
須
田
盛
昭
・
羽
太
正
栄
か
ら
、
祝
儀
能
の
際
の
下
乗

所
と
供
廻
り
に
つ
い
て
記
し
た
法
令
が
鳥
取
池
田
家
と
毛
利
家
へ
届
き
、「
同
列
様

方
え
通
達
可
致
旨
ニ
而
廻
状
出
来
」
す
る
。

　

鳥
取
池
田
家
は
、
先
の
大
目
付
か
ら
の
伝
達
も
併
せ
て
、
幕
府
か
ら
の
指
示
と
福

井
松
平
家
か
ら
先
例
と
し
て
教
示
さ
れ
た
振
り
合
い
に
齟
齬
が
あ
る
た
め
、
今
一
度

福
井
松
平
家
の
留
守
居
へ
問
い
合
わ
せ
、
次
の
よ
う
な
回
答
を
得
て
い
る
。

【
史
料
３
】

先
日
御
問
合
御
座
候
節
及
御
答
候
通
、
都
而
大
御
目
付
・
御
目
付
ゟ
御
達
之
儀

は
大
広
間
御
席
之
御
方
様
ゟ
御
通
達
御
座
候
得
共
、
別
紙
御
一
名
ニ
而
都
而
御

達
事
等
御
座
候
、
且
又
此
御
方
様
ニ
而
ハ
大
広
間
之
御
席
御
方
々
様
え
御
通
達

申
候
様
之
儀
は
、
大
御
目
付
様
・
御
目
付
様
と
も
ニ
一
切
無
御
座
候
、
唯
々
大

広
間
之
御
席
之
御
方
々
様
ゟ
御
廻
状
を
以
、
前
々
ゟ
申
来
候
得
共
、
前
条
之
通
、

別
段
御
達
有
之
候
儀
ニ
付
、
二
様
ニ
相
成
候
儀
ニ
御
座
候
、
当
時
は
其
御
元
様

ニ
而
も
御
同
様
之
御
儀
と
奉
察
候
、

　

福
井
松
平
家
は
、
大
目
付
触
・
目
付
触
と
も
に
大
広
間
諸
家
か
ら
の
通
達
も
あ
る

が
、
別
に
幕
府
か
ら
一
通
ず
つ
の
達
し
も
到
来
し
て
い
る
。
同
家
で
は
大
広
間
の
諸

（
27
）

（
28
）

（
池
田
斉
稷
）

（
加
賀
・
前
田
斉
広
）

（
福
井
・
松

平
治
好
）

（
薩
摩
・
島
津
斉
興
）

（
津
山
・
松
平
斉
孝
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）
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家
へ
廻
達
す
る
よ
う
な
こ
と
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、別
触
と
廻
状
の「
二
様
」と
な
っ

て
い
る
。
鳥
取
池
田
家
に
つ
い
て
、
大
廊
下
席
に
詰
め
て
い
る
現
在
で
は
福
井
松
平

家
と
同
様
だ
ろ
う
と
回
答
し
て
い
る
。
こ
の
確
認
の
後
、
鳥
取
池
田
家
は
、
目
付
か

ら
一
一
日
の
法
令
の
伝
達
に
つ
い
て
撤
回
の
指
示
を
得
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
鳥
取
池
田
家
は
、
大
廊
下
席
へ
異
動
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
大
目
付

触
・
目
付
触
と
も
に
、
福
井
松
平
家
を
先
例
に
従
来
の
廻
状
に
加
え
て
別
触
が
も
た

ら
さ
れ
て
い
る
。
廻
状
に
つ
い
て
、
大
広
間
へ
の
通
達
は
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
は

同
時
期
に
異
動
し
た
津
山
松
平
家
も
同
様
だ
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
異
動
に
よ
り「
御

同
列
」
の
家
に
つ
い
て
も
、
大
広
間
の
諸
家
か
ら
大
廊
下
席
の
諸
家
へ
と
変
化
し
、

幕
府
・
大
名
家
と
も
同
様
に
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

二
、
天
保
期
に
お
け
る
法
令
伝
達
の
変
化

（
１
）
天
保
期
の
法
令
伝
達
の
実
態

　

文
政
・
天
保
期
を
通
じ
て
、
一
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
男
子
が
養
子
入
り
し
、
御

目
見
す
る
こ
と
で
大
廊
下
席
詰
の
大
名
家
は
増
加
し
て
い
っ
た
。
鳥
取
池
田
家
や
津

山
松
平
家
が
先
例
と
な
っ
て
、
川
越
松
平
家
や
蜂
須
賀
家
の
殿
席
も
大
廊
下
席
へ
異

動
し
た
点
は
、
既
に
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
大
廊
下
席
の
拡
大
に
と
も
な
っ

て
、
法
令
が
別
触
に
て
伝
達
さ
れ
る
大
名
家
も
増
加
し
て
い
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
天
保
一
四
（
一
八
四
三
）
年
三
月
に
出
さ
れ
た
一
二
代
将
軍

徳
川
家
慶
の
日
光
社
参
後
の
祝
儀
金
に
つ
い
て
の
法
令
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
同
法

令
は
、
国
持
大
名
や
外
様
大
名
へ
は
廻
状
に
て
通
達
さ
れ
て
い
る
一
方
、
加
賀
前
田

家
、
島
津
家
、
津
山
松
平
家
、
蜂
須
賀
家
、
福
井
松
平
家
、
川
越
松
平
家
、
明
石
松

平
家
、
鳥
取
池
田
家
の
八
家
へ
は
一
通
ず
つ
別
触
に
て
通
達
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
先
に
確
認
し
た
七
家
は
当
時
大
廊
下
席
詰
で
あ
る
。
明
石
松
平
家
に

つ
い
て
も
【
表
１
】
を
参
照
す
る
と
、
天
保
一
四
年
当
時
は
家
斉
の
二
六
男
家
宣
が

家
督
を
継
い
で
お
り
、
殿
席
も
大
廊
下
席
へ
異
動
し
て
い
る
。
こ
れ
が
同
家
へ
も
別

触
に
よ
る
伝
達
が
適
用
さ
れ
て
い
る
理
由
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
仰
出
之
留
」
に
写
さ
れ
た
同
法
令
に
は
次
の
文
言
が
記
さ
れ
て
お
り
、
伝
達
の

実
態
が
う
か
が
え
る
。

【
史
料
４
】

右
触
書
三
月
廿
七
日
越
前
守
殿
御
宅
え
上
ケ
、
同
月
晦
日
御
渡
相
済
、
尤
右
渡

方
書
付
之
外
余
慶
五
通
添
上
ル
、
但
安
永
度
ハ
奥
ニ
而
触
出
来
、
大
目
付
え
一

通
ニ
而
相
済
候
処
、
此
度
ハ
一
統
ふ
れ
ニ
相
成
、
右
ニ
付
先
例
よ
り
ハ
御
渡
相

延
候
、
安
永
之
度
ハ
三
月
中
旬
ニ
相
渡
ル
、

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
法
令
は
三
月
二
七
日
に
老
中
水
野
忠
邦
宅
へ
あ
げ
ら
れ
、
同
月

晦
日
に
諸
大
名
家
へ
の
伝
達
が
済
ん
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
安
永
五
年
の
日
光
社
参

の
際
に
は
、
同
様
の
法
令
は
三
月
中
旬
に
は
伝
達
さ
れ
て
お
り
、
先
例
よ
り
も
遅
延

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、「
安
永
度
」
は
奥
に
て
法
令
を
作
成
し
、
大
目
付
へ
一
通

渡
せ
ば
よ
か
っ
た
も
の
が
、
今
回
は
老
中
よ
り
「
一
統
ふ
れ
」
に
な
り
そ
の
伝
達
方

式
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
「
一
統
ふ
れ
」
に
よ
り
、
老
中
が
作
成
す
る
法
令
の
写
し
の
数
が
、
増
加

し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
因
と
し
て
大
廊
下
席
へ
の
異
動

に
伴
い
別
触
と
な
っ
た
大
名
家
の
増
加
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
法
令
伝
達
が
遅

滞
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

（
２
）
天
保
改
革
と
法
令
伝
達

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
保
改
革
は
徳
川
家
斉
死
去
後
、
天
保
一
二
（
一

八
四
一
）年
五
月
に
改
革
宣
言
が
出
さ
れ
、「
享
保
寛
政
之
御
政
事
向
ニ
相
復
し
候
様
」

と
、
享
保
期
、
寛
政
期
へ
の
復
古
が
改
革
の
指
針
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
。
法
令
伝

達
に
つ
い
て
、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
は
そ
の
効
率
化
を
目
指
し
て
お
り
、
結
果
と
し

て
諸
大
名
家
へ
廻
状
方
式
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
老
中
・
水
野
忠
邦
）

（
マ
マ
）

（
37
）

（
38
）
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こ
の
点
に
か
か
わ
っ
て
、
天
保
一
四
年
七
月
五
日
に
大
目
付
よ
り
大
廊
下
席
一
同

へ
次
の
よ
う
な
法
令
が
出
さ
れ
た
。

【
史
料
５
】

今
度
御
改
政
之
折
柄
、
諸
向
触
在
方
遅
く
相
成
候
儀
不
宣
付
、
早
々
相
達
候
様

水
野
越
前
守
殿
殿
ゟ
被
仰
渡
候
処
、通
数
多
分
ニ
付
長
文
御
書
付
之
類
ニ
而
ハ
、

兎
角
遅
刻
相
成
候
間
、
触
出
方
数
通
相
減
候
ハ
ヽ
、
早
速
触
達
行
届
候
様
可
仕

旨
相
伺
候
処
、
則
別
紙
群
分
、
伺
之
通
御
差
図
相
済
申
候
、
依
之
為
心
得
御
達

申
候
事
、

松
平
大
隅
守

松
平
三
河
守

松
平
越
前
守

松
平
阿
波
守

松
平
大
和
守

松
平
兵
部
大
輔

松
平
因
幡
守

以
上

松
平
大
隅
守

松
平
大
和
守

松
平
兵
部
大
輔

	

右
一
触　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
三
河
守

松
平
越
前
守

松
平
阿
波
守

松
平
因
幡
守

以
上

　
　

�

畢
而
来
八
日
迄
之
内
御
触
達
有
之
候
ハ
ヽ
、
是
迄
之
通
格
通
ニ
而
御
達
相
成
、

其
以
後
は
今
日
御
達
之
通
可
相
心
得
、
尤
一
両
日
猶
予
有
之
候
而
も
可
然
品
は

右
壱
通
ニ
而
御
触
達
有
之
、
大
急
之
儀
は
御
最
寄
御
二
分
ニ
相
成
候
触
達
有
之

候
旨
、

　

同
法
令
は
そ
の
日
付
か
ら
、改
革
の
重
要
政
策
の
一
端
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

先
に
確
認
し
た
通
り
、
大
廊
下
席
へ
は
幕
府
よ
り
の
法
令
が
「
格
通
」
と
し
て
一
家

ご
と
に
別
触
で
通
達
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
加
賀
前
田
家
を
除
く
大
廊

下
席
を
一
組
と
し
て
廻
状
を
順
達
し
、
急
ぎ
の
法
令
に
つ
い
て
は
島
津
家
以
下
二
家

と
、
津
山
松
平
家
以
下
三
家
の
二
群
に
分
け
て
通
達
す
る
旨
を
達
し
て
い
る
。

　

こ
の
群
分
令
が
出
さ
れ
た
背
景
は
、
現
在
「
御
改
政
之
折
柄
」
で
あ
り
、
法
令
が

在
方
へ
通
達
さ
れ
る
の
が
遅
く
な
っ
て
は
宜
し
く
な
い
の
で
、
老
中
水
野
忠
邦
か
ら

大
目
付
へ
「
早
々
相
達
」
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
法
令
の
数
も
多
く
長
文

で
あ
る
の
で
、
と
か
く
遅
滞
気
味
で
あ
る
。
そ
の
た
め
作
成
す
る
法
令
の
数
を
減
ら

せ
ば
早
速
行
き
届
く
よ
う
に
な
る
と
考
え
大
名
を
「
群
分
」
し
た
、
と
あ
る
。

　

法
令
伝
達
の
群
分
令
は
、
大
廊
下
席
の
大
名
家
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
同
日

に
は
柳
間
詰
大
名
へ
も
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
は
従
来
同
席

詰
の
大
名
家
を
五
組
に
分
け
廻
状
で
法
令
を
順
達
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
四
組

に
再
編
成
し
、
幕
府
の
作
成
す
る
法
令
を
減
ら
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
法
令
作
成
・
伝
達
に
あ
た
る
幕
府
が
負
担
を
大
名
家
へ
転
嫁
さ
せ

よ
う
と
す
る
意
図
を
よ
み
と
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
享
保
期
の
政
策
を
想
定
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
天
保
改
革
の
方
針
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
法
令
伝
達
の
簡
略
化
は
、大
目
付
触
の
み
な
ら
ず
目
付
触
に
も
お
よ
び
、

大
目
付
触
の
変
更
か
ら
は
少
し
遅
れ
る
が
、
天
保
一
五
年
二
月
一
六
日
に
目
付
よ
り

大
廊
下
席
へ
次
の
よ
う
に
通
達
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
６
】

一
、
御
当
番
御
目
付
衆
ゟ
左
之
御
達
書
御
留
守
居
え
到
来
、

松
平
大
隅
守
殿

（
老
中
・
水
野
忠
邦
）

（
通
数
カ
）

（
薩
摩
・
島
津
斉
興
）

（
津
山
・
松
平
斉
民
）

（
福
井
・
松
平
慶
永
）

（
徳
島
・
蜂
須
賀
斉
昌
）

（
川
越
・
松
平
斉
典
）

（
明
石
・
松
平
斉
宣
）

（
鳥
取
・
池
田
慶
行
）

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
薩
摩
・
島
津
斉
興
）
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留
守
居
中　
　

御　
　
　

名
殿

同　
　
　
　
　

松
平
越
前
守
殿

同　
　
　
　
　

松
平
阿
波
守
殿

同　
　
　
　
　

松
平
兵
部
大
輔
殿

同　
　
　
　
　

松
平
陸
奥
守
殿

同　
　
　
　
　

松
平
因
幡
守
殿

同　
　
　
　
　

右
は
是
迄
諸
達
等
之
節
、
各
通
ニ
而
申
達
候
処
、
以
来
順
達
ニ
い
た
し
候
、
依

之
為
心
得
申
達
候
、
以
上
、

　

先
に
確
認
し
た
通
り
、
目
付
触
も
大
廊
下
席
一
同
へ
は
別
触
に
て
通
達
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
以
後
は
大
広
間
詰
の
仙
台
伊
達
家
を
含
む
廻
状
の
順
達
と
さ
れ
、
大
目

付
触
と
同
様
、
廻
状
方
式
に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
ら
の
法
令
は
天
保
改
革
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
、
法
令

中
に
示
さ
れ
る
伝
達
の
「
遅
刻
」
を
防
ぐ
こ
と
、
先
に
確
認
し
た
よ
う
な
法
令
作
成

に
と
も
な
う
幕
府
負
担
を
大
名
家
へ
転
嫁
す
る
こ
と
と
い
う
二
点
で
あ
る
。
こ
こ
で

注
目
し
た
い
点
は
、
こ
の
対
象
に
同
じ
大
廊
下
席
で
あ
り
な
が
ら
加
賀
前
田
家
が
含

ま
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
大
廊
下
席
が
従
来
よ
り
加
賀
前
田
家
の
席
と
し
て
設
置

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
る
と
、
福
井
松
平
家
や
鳥
取
池
田
家
な
ど
大
広
間
か
ら
異

動
し
て
大
廊
下
席
に
詰
め
た
大
名
家
と
、
加
賀
前
田
家
で
は
格
式
の
面
で
幕
府
の
取

り
扱
い
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
大
廊
下
席
の
反
発
と
法
令
の
撤
回

　

で
は
加
賀
前
田
家
を
除
く
大
廊
下
席
の
諸
家
は
、
こ
の
変
化
に
ど
の
よ
う
に
対
応

し
た
の
だ
ろ
う
か
。
天
保
一
五
（
一
八
四
四
）
年
九
月
五
日
津
山
松
平
家
は
、
留
守

居
・
河
内
卜
右
衛
門
か
ら
老
中
阿
部
正
弘
へ
大
目
付
触
お
よ
び
目
付
触
の
伝
達
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。

【
史
料
７
】

諸
触
達
之
儀
、
御
改
政
之
折
柄
御
順
達
ニ
相
成
候
段
、
右
大
御
目
付
様
ゟ
去
七

月
中
御
達
有
之
、
尚
又
二
月
中
御
目
付
様
ゟ
も
御
同
様
御
達
御
座
候
処
、
御
改

政
之
御
趣
意
ニ
は
可
有
御
座
候
得
共
、
前
々
ゟ
格
別
之
御
取
扱
ニ
而
連
綿
仕
候

仕
来
之
儀
ニ
御
座
候
間
、
何
卒
別
段
之
訳
を
以
是
迄
之
通
御
格
達
ニ
被
成
下
候

様
仕
度
奉
願
候
、
以
上
、

　
　

月　
　

日�

御
名
内　

河
内
卜
右
衛
門　

御
預
り
置
被
成
候
旨

　

�

但
右
同
趣
意
之
書
面
、
松
平
大
隅
守
殿
・
越
前
守
様
・
大
和
守
様
・
松
平
阿

波
守
様
・
松
平
因
幡
守
様
ゟ
御
留
守
居
名
前
ニ
而
差
出
之
、

　

こ
の
願
書
は
津
山
松
平
家
の
み
な
ら
ず
、
大
廊
下
席
に
詰
め
る
島
津
家
、
福
井
松

平
家
、
川
越
松
平
家
、
蜂
須
賀
家
、
鳥
取
池
田
家
の
留
守
居
か
ら
も
「
同
趣
意
之
書

面
」
が
提
出
さ
れ
た
。
鳥
取
池
田
家
の
「
留
守
居
日
記
」
に
は
「
大
廊
下
御
席
様
方

一
統
申
合
差
出
候
事
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
願
書
は
大
廊
下
席
一
同
の
留
守
居
が
相

談
の
う
え
で
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

従
来
幕
府
法
令
を
解
釈
し
受
容
す
る
局
面
に
お
い
て
、
殿
席
ご
と
の
留
守
居
組
合

が
主
導
的
役
割
を
果
た
し
、
法
令
を
不
当
と
し
た
場
合
、
撤
回
を
目
指
し
て
行
動
し

た
。
こ
れ
は
主
に
大
広
間
詰
で
実
施
さ
れ
、
上
下
の
大
廊
下
詰
や
溜
詰
は
組
合
を
設

置
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
こ
れ
ら
諸
家
が
、
幕
府
を
支
え
る
中
心
的
存
在

で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
確
認
し
た
よ
う
に
、
天
保
期
に
お

い
て
は
大
廊
下
席
の
留
守
居
で
も
同
様
の
協
議
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
自
家
の
格
式

（
福
井
・
松
平
慶
永
）

（
徳
島
・
蜂
須
賀
斉
裕
）

（
明
石
・
松
平
斉
宣
）

（
仙
台
・
伊
達
慶
邦
）

（
鳥
取
・
池
田
慶
行
）

（
42
）

（
43
）

（
島
津
斉
興
）

（
松
平
慶
永
）

（
松
平
斉
典
）

（
蜂
須
賀
斉

裕
）

（
池
田
慶
行
）

（
44
）

（
45
）

（
46
）
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を
守
る
た
め
、
幕
府
法
令
の
撤
回
を
求
め
る
願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
点
に
は
注
目

し
た
い
。

　

願
書
の
な
か
で
は
「
改
政
之
折
柄
」
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
法
令
の
「
格
達
」
は
、

大
廊
下
席
に
認
め
ら
れ
た
「
格
別
之
御
取
扱
」
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
大
広
間

の
諸
家
な
ど
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
い
る
様
子
が
よ
み
と
れ
る
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
大
目
付
触
・
目
付
触
と
も
廻
状
に
含
ま
れ
て
い
た
明

石
松
平
家
と
目
付
触
の
廻
状
に
含
ま
れ
て
い
た
仙
台
伊
達
家
か
ら
は
、
願
書
が
提
出

さ
れ
て
い
な
い
。
仙
台
伊
達
家
に
つ
い
て
は
、
大
広
間
詰
で
あ
る
こ
と
が
理
由
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
明
石
松
平
家
に
つ
い
て
は
、
天
保
一
五
年
五
月
に
当
主
で

徳
川
家
斉
の
二
六
男
で
あ
る
斉
宣
が
死
去
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
将
軍
家
と
の
縁
組

も
無
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
代
替
わ
り
に
よ
っ
て
別
触
か
ら
外
れ
た
の
だ
ろ

う
。
こ
う
し
た
主
張
か
ら
、
近
世
後
期
に
お
い
て
「
格
達
」
と
い
う
法
令
伝
達
方
法

は
、
大
名
家
の
格
式
表
現
と
し
て
取
り
込
ま
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

願
書
提
出
を
受
け
た
老
中
阿
部
正
弘
は
、「
御
預
り
置
被
成
候
」
と
あ
る
よ
う
に

一
度
回
答
を
保
留
し
た
。
そ
し
て
同
年
一
一
月
一
〇
日
付
で
「
書
面
内
意
之
趣
承
置

候
、
向
後
格
達
ニ
而
相
達
候
筈
ニ
候
事
」
と
回
答
し
、
前
年
の
群
分
令
の
撤
回
と
今

後
の
大
廊
下
席
へ
の
法
令
の
「
格
達
」
を
保
証
し
て
い
る
。

　

幕
府
が
こ
の
よ
う
に
法
令
を
一
年
余
で
撤
回
す
る
と
い
う
一
貫
し
な
い
政
策
を

と
っ
た
理
由
は
何
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
は
、
水
野
忠
邦
か
ら
阿
部
正
弘
へ
老
中
首
座

が
交
代
し
た
こ
と
に
と
も
な
う
政
権
方
針
の
転
換
が
あ
る
の
だ
と
想
定
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
天
保
改
革
の
実
行
に
み
ら
れ
る
強
権
的
な
水
野
政
権
か
ら
、
諸
大
名
と
の

協
調
路
線
を
取
っ
た
阿
部
政
権
へ
の
転
換
で
あ
る
。
阿
部
が
こ
う
し
た
方
針
を
採
用

し
た
背
景
に
は
、
天
保
改
革
の
挫
折
や
本
丸
普
請
の
た
め
の
上
納
金
不
足
な
ど
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
大
廊
下
席
の
願
書
提
出
に
よ
る
群
分
令
の
撤
回
も
、
阿
部
政
権
の

協
調
政
策
の
一
端
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
法
令
伝
達
の
実
態
と
大
廊
下
席

　

天
保
改
革
を
経
て
、
大
廊
下
席
へ
は
法
令
が
一
家
ご
と
に
伝
達
さ
れ
る
別
触
と
な

る
こ
と
を
幕
府
、
大
名
家
と
も
に
再
確
認
し
た
。
先
述
の
通
り
、
一
家
ご
と
の
伝
達

は
「
格
通
」
と
称
さ
れ
、
も
と
は
御
三
家
に
認
め
ら
れ
た
格
式
で
あ
っ
た
。
で
は
、

大
廊
下
席
へ
の
別
触
は
、
御
三
家
と
同
等
の
格
式
と
考
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
本

章
で
は
、
大
廊
下
席
へ
の
別
触
が
再
び
認
め
ら
れ
た
天
保
一
五
（
一
八
四
四
）
年
一

一
月
以
降
に
お
け
る
法
令
伝
達
の
実
態
を
確
認
し
、
御
三
家
な
ど
と
の
比
較
を
通
し

て
、
大
廊
下
席
の
殿
席
中
で
の
位
置
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

法
令
の
種
類
や
形
態
は
多
様
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
試
み
に
「
仰
出
之
留
」

よ
り
三
例
を
抽
出
し
て
検
討
し
て
み
る
。
こ
の
三
例
の
伝
達
方
式
を
一
覧
に
し
た
も

の
が
【
表
２
】
で
あ
る
。

　

ま
ず
①
は
欠
日
で
あ
る
が
、
弘
化
元
（
一
八
四
四
）
年
一
二
月
に
出
さ
れ
た
東
海

道
沼
津
宿
等
の
人
馬
賃
銭
割
増
の
法
令
で
あ
る
。【
表
２
】
か
ら
三
奉
行
、
大
目
付
、

御
三
家
の
御
城
附
、
御
三
卿
の
家
老
、
在
府
遠
国
奉
行
へ
は
老
中
か
ら
各
一
通
渡
さ

れ
、
目
付
と
奥
右
筆
組
頭
へ
は
若
年
寄
か
ら
一
通
ず
つ
伝
達
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
こ
の
法
令
は
、
ど
の
よ
う
に
大
廊
下
席
へ
伝
達
さ
れ
た
の
か
。
津
山
松
平
家

の
「
江
戸
日
記
」
を
確
認
す
る
と
、
弘
化
元
年
一
二
月
二
四
日
条
に
こ
の
法
令
が
、

大
目
付
の
遠
山
景
元
か
ら
津
山
松
平
家
の
留
守
居
へ
到
来
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
法
令
の
冒
頭
に
は
「
阿
部
伊
勢
守
殿
御
渡
候
御
書
付
写
壱
通
」
と
あ
り
、

津
山
松
平
家
へ
は
老
中
か
ら
大
目
付
を
経
て
伝
達
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
②
は
、
弘
化
元
年
一
二
月
二
五
日
付
の
勧
化
触
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
奉
行
へ

は
伝
達
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
他
は
①
と
同
様
の
手
順
で
大
目
付
、
目
付
な

ど
へ
伝
達
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
令
に
つ
い
て
も
津
山
松
平
家
の
「
江
戸
日
記
」
か

ら
同
家
へ
の
伝
達
過
程
を
確
認
し
て
み
る
と
、
同
年
一
二
月
二
七
日
に
大
目
付
稲
生

正
興
か
ら
津
山
松
平
家
の
留
守
居
へ
到
来
し
て
い
る
。こ
ち
ら
も
法
令
の
冒
頭
に「
阿

（
47
）

（
48
）

（
49
）

（
50
）

（
51
）
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部
伊
勢
守
殿
御
渡
候
御
書
付
写
壱
通
」
と
あ
り
、
老
中
か
ら
大
目
付
を
経
て
法
令
が

伝
達
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
①
②
の
法
令
は
、
鳥
取
池
田
家
の
「
留
守
居
日
記
」
に

も
大
目
付
か
ら
伝
達
さ
れ
た
旨
が
記
し
て
あ
り
、
大
廊
下
席
諸
家
へ
大
目
付
か
ら
一

通
ず
つ
別
触
に
て
伝
達
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
二
つ
の
事
例
か
ら
御
三
家
と
大
廊
下
席
へ
の
別
触
の
実
態
を
比
較
し
て
み
る

と
、
御
三
家
は
老
中
か
ら
、
大
廊
下
席
へ
は
大
目
付
か
ら
一
通
ず
つ
伝
達
さ
れ
て
お

り
、
伝
達
元
に
違
い
が
あ
る
。

　

最
後
に
③
は
、
弘
化
二
年
二
月
二
八
日
付
の
「
御
本
丸
御
普
請
出
来
御
移
徙
御
祝

儀
献
上
触
」
で
あ
る
。
同
触
は
、
い
ず
れ
も
老
中
か
ら
伝
達
さ
れ
て
お
り
、
惣
触
と

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
伝
達
方
法
に
着
目
す
る
と
、
御
三
家
へ
は
御
城
附
を
通
し
て

江
戸
城
に
て
一
通
ず
つ
、
加
賀
前
田
家
以
下
六
家
の
大
廊
下
席
へ
は
老
中
役
宅
に
て

一
通
ず
つ
渡
さ
れ
て
お
り
、
別
触
に
て
伝
達
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
伝

達
場
所
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
情
報
収
集
の
た
め
毎
日
登
城
し
て
い
る
御
三
家
御
城

附
と
、
基
本
的
に
大
名
の
登
城
日
し
か
江
戸
城
へ
行
か
な
い
諸
家
留
守
居
の
登
城
形

態
の
違
い
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
国
持
大
名
や
外
様
大
名
へ
は
各

五
通
ず
つ
渡
さ
れ
て
お
り
、
廻
状
に
て
法
令
が
伝
達
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
御

三
家
と
大
廊
下
席
に
つ
い
て
は
、
別
触
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
が
伝
達
場
所
に

違
い
が
あ
り
、
御
三
家
・
大
廊
下
席
と
国
持
大
名
以
下
で
は
、
別
触
か
廻
状
か
と
い

う
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
法
令
伝
達
の
実
態
を
確
認
す
る
と
、
御
三
家
へ
の
別
触
と
、
大
廊
下

席
へ
の
別
触
で
は
伝
達
元
や
伝
達
場
所
に
違
い
が
あ
り
、
大
廊
下
席
を
除
く
国
持
大

名
や
外
様
大
名
ら
と
も
明
確
な
区
別
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
こ
れ
ま
で
の
検
討
も
併
せ
て
大
廊
下
席
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

宝
暦
期
に
異
動
と
な
っ
た
福
井
松
平
家
以
降
、
文
政
・
天
保
期
に
か
け
て
新
た
に
大

広
間
か
ら
大
廊
下
席
へ
異
動
と
な
っ
た
大
名
家
は
、
法
令
伝
達
の
実
態
面
か
ら
検
討

す
る
と
、
御
三
家
や
加
賀
前
田
家
と
は
取
り
扱
い
が
異
な
っ
て
い
た
。
そ
の
一
方
、

も
と
の
殿
席
で
あ
る
大
広
間
の
諸
大
名
家
と
も
取
り
扱
い
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
大
廊
下
席
で
は
、
幕
府
法
令
の
受
容
を
め
ぐ
る
協
議
や
、
願
書
の
提
出
が

留
守
居
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
従
来
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
留
守
居

（
52
）

（
53
）

【表２】各種法令の伝達方式
①
弘
化
元
年
十
二
月

�

「
東
海
道
沼
津
宿
ほ
か
人
馬
賃
銭
賃
銭
割
増
」

伝達先 伝達元 数

三奉行 老中 １通

大目付 老中 １通

目付 若年寄 １通

三家御城附 老中 １通（宛）

清水殿・民部卿殿・
右衛門督家老衆 老中 １通

奥右筆組頭 若年寄 １通

在府遠国奉行 老中 １通

②
弘
化
元
年
十
二
月
二
十
五
日

�

「
和
泉
国
多
武
峯
領
勧
化
触
」

伝達先 伝達元 数

大目付 老中 １通

目付 若年寄 １通

三家御城附 老中 １通

清水殿・民部卿殿・
右衛門督家老衆

老中 １通

奥右筆組頭 若年寄 １通

在府遠国奉行 老中 １通

③
弘
化
二
年
二
月
二
十
八
日
「
御
本
丸
御
普
請
出
来
御
移
徙
御
祝
儀
献
上
触
」

伝達先 伝達元 数 所

三家御城附 老中 １通宛 城

松平加賀守以下６家
（大廊下席） 老中 １通宛 宅

国持大名 老中 ５通 宅

三家庶流 老中 １通 宅

井伊掃部頭 老中 １通 宅

溜詰 老中 ２通 宅

譜代大名 老中 ５通 宅

外様大名 老中 ５通 宅

詰衆奏者番 老中 ５通 宅

菊之間縁頬詰 老中 ３通 宅

所司代 老中 １通 宅

大坂城代 老中 １通 宅

大坂定番 老中 １通 宅

伏見奉行 老中 １通 宅

大番頭 老中 １通 宅
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組
合
と
同
様
の
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
点
も
踏
ま
え
れ
ば
、
近
世
後

期
の
殿
席
の
異
動
に
よ
り
、
加
賀
前
田
家
を
除
く
大
廊
下
席
諸
家
が
殿
席
を
媒
介
と

し
て
、
新
た
な
結
び
つ
き
を
醸
成
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
近
世
後
期
に
お
け
る
法
令
伝
達
方
法
の
変
化
を
事
例
に
、
大
広
間
か

ら
大
廊
下
席
へ
異
動
し
た
大
名
家
の
結
び
つ
き
な
ど
影
響
の
実
態
を
検
討
し
た
。

　

ま
ず
、
将
軍
家
か
ら
の
養
子
入
り
の
経
過
と
そ
れ
に
と
も
な
う
変
化
に
つ
い
て
整

理
す
る
。
鳥
取
池
田
家
と
津
山
松
平
家
は
、
文
化
一
四
（
一
八
一
七
）
年
九
月
に
一

一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
男
子
を
迎
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
官
位
昇
進
や
葵
紋
専
用

の
認
可
な
ど
家
格
上
昇
が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
殿
席
に
注
目
す
れ
ば
、
両
家
と
も
に

文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
閏
正
月
に
大
広
間
か
ら
大
廊
下
席
へ
の
異
動
が
通
達
さ
れ

て
い
る
。
殿
席
が
異
動
と
な
っ
た
大
名
家
は
、
男
子
が
養
子
入
り
し
た
家
に
限
ら
れ

て
お
り
、
時
期
も
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
嫡
子
の
御
目
見
が
異
動
す
る
契
機
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
異
動
に
と
も
な
っ
て
、
大
廊
下
席
は
法
令
伝
達
が
別
触
に
な
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。
こ
れ
は
福
井
松
平
家
の
先
例
に
従
う
も
の
で
、
当
初
混
乱
は
あ
っ
た
が
幕
府
、

大
名
家
と
も
に
確
認
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
検
討
か
ら
は
、
大
廊
下
席
へ
異
動
し
た
鳥

取
池
田
家
や
津
山
松
平
家
が
「
御
同
列
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
大
名
家
に
つ
い
て
、
そ

れ
ま
で
の
大
広
間
か
ら
加
賀
前
田
家
や
福
井
松
平
家
な
ど
大
廊
下
席
の
諸
家
へ
と
変

化
し
た
点
も
確
認
で
き
る
。

　

次
に
文
政
・
天
保
期
に
お
け
る
法
令
伝
達
制
度
の
変
化
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
同

時
期
に
は
大
廊
下
席
大
名
が
拡
大
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
法
令
伝
達
が
別
触
と
な
る

大
名
家
も
拡
大
し
た
。
一
方
で
こ
れ
は
幕
府
の
法
令
作
成
数
の
増
加
を
招
き
、
伝
達

遅
延
の
一
因
と
な
っ
て
い
た
。法
令
の
速
や
か
な
伝
達
を
目
指
し
た
天
保
改
革
で
は
、

大
廊
下
席
へ
の
別
触
を
廃
し
、
大
目
付
触
・
目
付
触
と
も
に
同
席
詰
の
大
名
家
を
組

分
け
し
、
廻
状
に
て
伝
達
す
る
群
分
令
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
法
令
は
大
廊
下
席

の
み
な
ら
ず
、
柳
間
詰
の
諸
大
名
家
へ
も
通
達
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
幕
府
が

享
保
期
を
想
定
し
法
令
伝
達
の
効
率
化
、
換
言
す
れ
ば
大
名
家
へ
の
負
担
転
嫁
を
画

策
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
政
策
に
つ
い
て
大
廊
下
席
の
諸
大
名
家
は
留
守
居
の
協
議
の
う
え

で
反
発
を
示
し
、
一
同
申
し
合
わ
せ
、
法
令
の
「
格
通
（
別
触
）」
は
他
の
大
名
家

と
異
な
る
「
格
別
之
取
扱
」
で
あ
る
と
し
て
、
自
身
ら
の
格
式
を
主
張
し
撤
回
を
求

め
た
。
こ
れ
を
う
け
た
老
中
阿
部
正
弘
は
、
同
法
令
を
撤
回
す
る
。
こ
の
政
策
転
換

か
ら
は
、
水
野
か
ら
阿
部
に
老
中
首
座
が
交
代
し
諸
勢
力
と
協
調
路
線
を
敷
く
、
阿

部
政
権
の
性
格
が
み
て
と
れ
る
。
ま
た
こ
の
大
廊
下
席
の
反
発
か
ら
、
少
な
く
と
も

天
保
期
に
は
別
触
も
大
名
家
の
家
格
を
示
す
表
現
と
し
て
、
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
名
家
へ
の
法
令
の
別
触
は
、
も
と
御
三
家
に
認
め
ら
れ
た
格
式
で
あ
っ
た
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、御
三
家
と
大
廊
下
席
へ
の
別
触
の
実
態
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
と
、

御
三
家
へ
は
御
城
附
を
通
じ
て
老
中
よ
り
伝
達
さ
れ
る
一
方
、
大
廊
下
席
は
法
令
に

よ
っ
て
老
中
、
大
目
付
か
ら
諸
家
の
留
守
居
へ
伝
達
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
実
態
は
御

三
家
と
大
廊
下
席
に
お
い
て
も
違
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
本
稿
の
ま
と
め
に
か
え
て
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
を
も
と
に
大
廊
下
席
の
変

化
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。
も
と
加
賀
前
田
家
の
席
で
あ
っ
た
大
廊
下
席
は
、
宝
暦

期
に
福
井
松
平
家
が
異
動
し
た
こ
と
を
先
例
に
、
将
軍
家
斉
の
養
子
流
入
に
と
も

な
っ
て
拡
大
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
法
令
伝
達
の
点
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
大
廊
下

へ
異
動
し
た
諸
家
と
、
御
三
家
や
前
田
家
、
大
広
間
詰
の
諸
家
と
は
異
な
る
取
り
扱

い
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
前
田
家
を
除
く
大
廊
下
席
で
は
、
従
来
に
な
い
新
た

な
活
動
も
確
認
で
き
た
。
そ
れ
は
、
群
分
令
を
拒
否
す
る
過
程
で
、
各
家
の
留
守
居

が
申
し
合
わ
せ
の
う
え
、
共
通
の
願
書
を
提
出
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
協
議
の
詳
細

は
不
明
で
あ
る
が
、
大
広
間
詰
の
よ
う
に
留
守
居
組
合
に
相
当
す
る
ま
と
ま
り
が
、

大
廊
下
席
で
も
確
認
で
き
る
点
は
注
目
し
た
い
。

（
54
）

（
55
）
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こ
う
し
た
点
か
ら
、
遅
く
と
も
天
保
期
に
は
、
大
名
家
の
家
格
表
現
の
一
つ
で
あ

る
殿
席
の
な
か
に
、前
田
家
を
除
く
大
廊
下
席
と
い
う
新
た
な
結
び
つ
き
が
、幕
府
・

大
名
家
と
も
に
認
識
さ
れ
た
の
だ
と
想
定
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
結
び
つ
き
や
認
識
は
、
幕
末
期
に
自
家
の
格
式
や
由
緒
を
も
と
に
、
中

央
政
局
へ
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
大
名
家
が
、
政
治
的
な
活
動
を
実
施
す
る
根
拠
の
一

つ
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
文
政
・
天
保
期
の
家
格
上
昇
は
、
そ
の
前
提
に
な
っ

た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）　

荒
川
秀
俊
「﹃
千
年
山
御
伝
略
﹄
に
見
え
た
る
十
一
代
将
軍
家
斉
の
子
女
」（﹃
日
本

歴
史
﹄
一
七
七
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
）。
藤
田
覚
「
天
保
期
の
朝
廷
と
幕
府
―

徳
川
家
斉
太
政
大
臣
昇
進
を
め
ぐ
っ
て
―
」（﹃
日
本
歴
史
﹄
六
一
六
、一
九
九
九
年
、

藤
田
Ａ
）
な
ど
。

（
２
）　

笹
部
昌
利「
津
山
藩
と
幕
末
政
局
―
中
央
政
治
と「
攘
夷
」へ
の
対
応
の
一
形
態
―
」

（﹃
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
﹄
二
七
、一
九
九
九
年
）、
三
宅
智
志
「
大
名
の
婚
姻
に
関

す
る
一
考
察
―
幕
末
期
外
様
国
持
の
海
防
動
員
に
関
連
し
て
―
」（﹃
佛
教
大
学
大
学

院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇
﹄
三
九
、二
〇
一
一
年
）
な
ど
。

（
３
）　

前
掲
、
藤
田
Ａ
。
藤
田
覚
「
一
九
世
紀
前
半
の
日
本
―
国
民
国
家
形
成
の
前
提
―
」

（﹃
岩
波
講
座
日
本
通
史
15　

近
世
５
﹄、
一
九
九
五
年
、
の
ち
に
「
近
世
後
期
政
治

史
と
朝
幕
関
係
」
と
改
題
し
、
同
﹃
近
世
政
治
史
と
天
皇
﹄
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
九
年
所
収
、
藤
田
Ｂ
）。

（
４
）　

大
口
勇
次
郎
「
文
化
・
文
政
の
時
代
」（﹃
日
本
歴
史
大
系
３
近
世
﹄、
山
川
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）、
藤
田
Ｂ
な
ど
。

（
５
）　

江
戸
城
殿
席
（
殿
中
席
）
は
、
諸
大
名
が
登
城
し
て
き
た
際
に
控
え
る
部
屋
の
こ

と
で
あ
る
。こ
の
う
ち
大
廊
下
席
と
は
、も
と
加
賀
前
田
家
の
部
屋
と
し
て
設
置
さ
れ
、

そ
の
後
、将
軍
家
ゆ
か
り
の
大
名
家
に
与
え
ら
れ
て
い
た
特
別
待
遇
の
座
席（
休
息
所
）

で
あ
る
。
ま
た
大
広
間
は
主
に
外
様
四
品
以
上
の
座
席
で
あ
る
。
殿
席
の
位
置
は
将

軍
家
の
信
頼
度
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
江
戸
城
中
に
お
い
て
儀
礼
的
な
結
び
つ
き
が

あ
っ
た
（
松
尾
美
恵
子
「
大
名
の
殿
席
と
家
格
」﹃
徳
川
林
政
史
研
究
所
紀
要　

昭
和

五
五
年
度
﹄
一
九
八
〇
年
）。
大
廊
下
席
は
上
下
の
二
部
屋
に
区
分
さ
れ
、
上
部
屋
に

は
御
三
家
、
弘
化
二
年
の
段
階
で
下
部
屋
に
は
、
加
賀
前
田
家
、
島
津
家
・
津
山
松

平
家
・
福
井
松
平
家
・
川
越
松
平
家
・
阿
波
蜂
須
賀
家
・
鳥
取
池
田
家
が
配
さ
れ
て

い
た
（
深
井
雅
海
・
藤
實
久
美
子
編
﹃
江
戸
幕
府
大
名
武
鑑
編
年
集
成
﹄
一
六
、
東

洋
書
林
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
６
）　

永
井
博「
福
井
藩
主
松
平
宗
矩
の
家
格
昇
進
運
動
―
一
橋
小
五
郎
の
養
子
を
め
ぐ
っ

て
―
」（﹃
茨
城
県
立
歴
史
館
報
﹄
三
二
、二
〇
〇
五
年
）。

（
７
）　

佐
藤
宏
之
「
近
世
大
名
の
「
御
家
」
意
識
と
大
名
間
秩
序
」（﹃
史
海
﹄
五
六
、

二
〇
〇
九
年
、
の
ち
に
同
﹃
近
世
大
名
の
権
力
編
成
と
家
意
識
﹄
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
〇
年
所
収
）。

（
８
）　

藤
井
讓
治
「
幕
藩
制
前
期
の
幕
令
―
酒
造
制
限
令
を
素
材
に
―
」（﹃
日
本
史
研
究
﹄

一
七
〇
、一
九
七
六
年
）。

（
９
）　

石
井
良
助
・
服
藤
弘
司
編
﹃
幕
末
御
触
書
集
成
﹄
別
巻
一
（
岩
波
書
店
、

一
九
九
七
年
）。

（
10
）　

深
井
雅
海
「
法
令
の
伝
達
と
将
軍
吉
宗
の
主
導
―
享
保
前
期
「
仰
出
之
留
」
を
素

材
に
―
」（﹃
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
﹄
三
九
、二
〇
〇
五
年
）、
小
倉
宗
「
近

世
の
法
」（﹃
岩
波
講
座
日
本
歴
史
12　

近
世
３
﹄、
二
〇
一
四
年
）。

（
11
）　

小
倉
﹇
二
〇
一
四
﹈。

（
12
）　

こ
の
両
家
は
本
来
で
あ
れ
ば
、
池
田
家
・
松
平
家
と
表
す
る
こ
と
が
正
確
で
あ
る

が
、
大
名
家
・
旗
本
家
な
ど
に
同
姓
が
複
数
家
存
在
す
る
た
め
、
本
報
告
で
は
領
地

名
を
冠
し
て
鳥
取
池
田
家
・
津
山
松
平
家
と
表
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
13
）　
「
江
戸
御
留
守
居
日
記
」（
鳥
取
県
立
博
物
館
所
蔵
「
鳥
取
藩
政
史
料
」
受
入
番
号

三
四
六
六
、
以
下
「
留
守
居
日
記
」）
文
化
一
四
年
九
月
一
二
日
条
。
史
料
の
引
用
に

つ
い
て
は
、
旧
字
は
新
字
に
改
め
適
宜
読
み
点
を
付
し
た
。
欠
字
・
平
出
は
一
字
空

け
と
し
、
引
用
中
の
（　

）
は
筆
者
に
よ
る
注
記
を
示
す
。
以
下
、
引
用
に
つ
い
て

は
同
様
と
す
る
。

（
14
）　
「
留
守
居
日
記
」
文
化
一
四
年
九
月
一
三
日
条
。

（
15
）　
「
留
守
居
日
記
」
文
化
一
四
年
九
月
一
七
日
、
一
八
日
条
。

（
16
）　

前
掲
、
佐
藤
﹇
二
〇
一
〇
﹈。
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（
17
）　

浅
姫
と
松
平
斉
承
の
縁
組
は
、文
化
一
四
年
九
月
一
七
日
に
ま
と
ま
っ
て
い
る（﹃
徳

川
諸
家
系
譜
﹄
二
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
四
年
）。

（
18
）　
「
世
家
」（﹃
鳥
取
藩
史
﹄
一
、
鳥
取
県
立
鳥
取
図
書
館
、
一
九
六
九
年
）。

（
19
）　
「
留
守
居
日
記
」（
受
入
番
号
三
五
二
四
）
天
保
二
年
一
一
月
九
日
条
。

（
20
）　

そ
の
後
、
鳥
取
池
田
家
は
、
加
賀
前
田
家
よ
り
前
田
斉
泰
の
次
男
慶
栄
（
徳
川
家

斉
か
ら
は
孫
に
あ
た
る
）
や
水
戸
徳
川
家
よ
り
徳
川
斉
昭
の
五
男
慶
徳
を
続
け
て
養

子
に
迎
え
て
お
り
、
将
軍
家
と
の
関
係
を
継
続
し
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
が
よ
み
と

れ
る
。

（
21
）　
「
留
守
居
日
記
」（
受
入
番
号
三
四
八
四
）
文
政
五
年
閏
正
月
一
五
日
条
。

（
22
）　

藤
田
覚﹃
泰
平
の
し
く
み
―
江
戸
の
行
政
と
社
会
―
﹄（
岩
田
書
店
、二
〇
一
二
年
）。

（
23
）　
「
乙
五
郎
君
御
目
見
別
記
」（
鳥
取
県
立
博
物
館
所
蔵
「
鳥
取
藩
政
史
料
」
受
入
番

号
六
六
五
七
）。

（
24
）　
﹃
徳
川
諸
家
系
譜
﹄
二
。

（
25
）　
﹃
前
橋
藩
松
平
家
記
録
﹄
二
十
（
前
橋
市
立
図
書
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
26
）　
「
天
保
六
年
記
録　

川
越
」（
前
橋
市
立
図
書
館
所
蔵
「
松
平
大
和
守
家
文
書
」
Ｃ

一
一
九
八
、
埼
玉
県
立
文
書
館
の
写
真
帳
に
て
確
認
）
天
保
六
年
八
月
一
日
条
。

（
27
）　
「
留
守
居
日
記
」
文
政
五
年
閏
正
月
一
七
日
条
。

（
28
）　
「
留
守
居
日
記
」（
受
入
番
号
三
四
八
五
）
文
政
五
年
二
月
一
〇
日
条
。

（
29
）　
「
留
守
居
日
記
」
文
政
五
年
二
月
一
〇
日
条
。

（
30
）　
「
留
守
居
日
記
」
文
政
五
年
二
月
一
〇
日
条
。

（
31
）　
「
留
守
居
日
記
」
文
政
五
年
二
月
一
一
日
条
。

（
32
）　
「
留
守
居
日
記
」
文
政
五
年
二
月
一
一
日
条
。

（
33
）　
「
留
守
居
日
記
」
文
政
五
年
二
月
一
一
日
条
。

（
34
）　
「
仰
出
之
留
」
六
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
請
求
記
号
一
七
九
―
〇
一
八
七
）。
同

史
料
は
奥
右
筆
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
史
料
に
よ
っ
て

は
触
書
の
作
成
過
程
や
料
紙
の
種
類
、
伝
達
方
法
な
ど
も
判
明
す
る
。

（
35
）　

前
掲
﹃
江
戸
幕
府
大
名
武
鑑
編
年
集
成
﹄
一
六
。

（
36
）　

斉
宣
は
家
斉
が
隠
居
す
る
直
前
の
、
天
保
八
年
二
月
一
五
日
に
初
め
て
御
目
見
し

て
い
る
（﹃
徳
川
諸
家
系
譜
﹄
四
）。
こ
の
直
前
の
二
月
一
二
日
に
、
明
石
藩
主
松
平

直
韶
お
よ
び
嫡
子
周
丸
（
斉
宣
）
の
殿
席
が
大
廊
下
下
之
部
屋
へ
異
動
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
（「
天
保
雑
記
」
一
九
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
請
求
記
号
一
五
〇

-

一
五
〇
）。

（
37
）　
「
仰
出
之
留
」
六
。

（
38
）　
﹃
水
野
忠
邦
天
保
改
革
老
中
日
記
﹄
一
一
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
天
保

一
二
年
五
月
一
五
日
条
。

（
39
）　

津
山
郷
土
博
物
館
所
蔵
「
江
戸
日
記
」（
分
類
番
号
Ｅ
２
―
２
―
１
３
０
）。
天
保

一
四
年
七
月
五
日
条
。
以
下
、「
江
戸
日
記
」。

（
40
）　

改
革
の
重
要
政
策
は
、
天
保
一
四
年
六
月
か
ら
七
月
に
一
斉
に
断
行
さ
れ
て
い
る
。

（
藤
田
覚
﹃
天
保
の
改
革
﹄、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）。

（
41
）　
﹃
幕
末
御
触
書
集
成
﹄
三
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
二
四
五
四
。

（
42
）　
「
江
戸
日
記
」（
分
類
番
号
Ｅ
２
―
２
―
１
３
１
）
天
保
一
五
年
二
月
一
六
日
条
。

（
43
）　

こ
こ
で
は
松
平
大
和
守
の
名
前
が
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
同
家
の

川
越
の
記
録
で
あ
る
「
天
保
十
五
年
記
録　

河
肥
」（「
松
平
大
和
守
家
文
書
」
Ｃ

一
二
七
〇
）と
、江
戸
の
記
録
で
あ
る「
天
保
十
五
年
正
月
出
来　

辰
五
月
ヨ
リ
記
録
」

（
同
Ｃ
一
二
七
四
）
を
確
認
し
た
が
、
い
ず
れ
も
目
付
触
を
順
達
す
る
旨
の
記
載
は

な
い
。
お
そ
ら
く
他
の
大
広
間
の
諸
家
と
組
み
合
わ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
取

り
扱
い
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
44
）　
「
江
戸
日
記
」（
分
類
番
号
Ｅ
２
―
２
―
１
３
２
）
天
保
一
五
年
九
月
五
日
条
。

（
45
）　
「
留
守
居
日
記
」
天
保
一
四
年
九
月
四
日
条
。
鳥
取
池
田
家
の
方
が
一
日
早
く
願
書

を
提
出
し
て
い
る
。

（
46
）　

笠
谷
和
比
古
「
大
名
留
守
居
組
合
の
制
度
史
的
考
察
」（﹃
史
林
﹄
六
五
巻
五
号
、

一
九
八
二
年
）、
後
に
「
大
名
留
守
居
組
合
論
」
と
改
題
し
、
同
﹃
近
世
武
家
社
会
の

政
治
構
造
﹄（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
所
収
。

（
47
）　
「
江
戸
日
記
」
天
保
一
五
年
一
一
月
一
〇
日
条
。「
留
守
居
日
記
」
天
保
一
五
年
九

月
四
日
条
。

（
48
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
守
屋
嘉
美
「
阿
部
政
権
論
」（
青
木
美
智
男
・
河
内
八
郎
編

﹃
講
座
日
本
近
世
史
７　

開
国
﹄、
有
斐
閣
、
一
九
八
五
年
）
が
詳
し
い
。

（
49
）　

前
掲
、
藤
田
覚
﹃
天
保
の
改
革
﹄。

（
50
）　
「
江
戸
日
記
」
弘
化
元
年
一
二
月
二
四
日
条
。

（
51
）　
「
江
戸
日
記
」
弘
化
元
年
一
二
月
二
七
日
条
。
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（
52
）　
「
留
守
居
日
記
」（
受
入
番
号
三
五
七
九
）
弘
化
元
年
一
二
月
二
四
日
条
。
同
月

二
七
日
条
。

（
53
）　

笠
谷
﹇
一
九
九
三
﹈。

（
54
）　

さ
ら
に
大
廊
下
席
の
格
式
に
つ
い
て
言
及
す
れ
ば
、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
新

見
文
書
」
に
残
る
①
「
御
本
丸
御
殿
表
絵
図
」（
新
見
２
５
９
、
天
明
期
以
前
の
作
成

と
考
え
ら
れ
る
）
と
、
②
「
錦
城
内
殿
中
図　

御
表
之
部
」（
Ｚ
Ｂ
―
１
５
４
、
天
保

期
の
作
成
と
考
え
ら
れ
る
）
と
い
う
二
つ
の
江
戸
城
表
御
殿
の
図
面
が
示
唆
的
で
あ

る
。
大
廊
下
下
之
部
屋
の
位
置
に
、
①
に
は
「
松
平
加
賀
守
松
平
越
前
守
ヘ
ヤ
」
と

書
か
れ
て
お
り
、
②
に
は
「
下
御
部
屋
御
家
門
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
概
に
は
い

え
な
い
が
、
こ
れ
を
評
価
す
れ
ば
文
政
・
天
保
期
以
降
、
大
廊
下
席
へ
異
動
と
な
っ

た
大
名
家
は
、
幕
府
に
「
家
門
」
の
家
と
し
て
確
認
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
55
）　

本
稿
で
検
討
し
た
殿
席
の
異
動
に
つ
い
て
、
官
位
昇
進
運
動
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

大
名
家
間
の
競
争
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。（
堀
新
「
岡
山
藩
と
武
家
官
位
―
池
田
綱

政
の
少
将
昇
進
を
め
ぐ
っ
て
―
」（﹃
史
観
﹄
一
三
三
、一
九
九
五
年
）、
藤
田
覚
「
近

世
後
期
の
武
家
官
位
と
天
皇
」、
同
「
武
家
官
位
の
「
価
格
」」、
い
ず
れ
も
前
掲
﹃
近

世
政
治
史
と
天
皇
﹄
所
収
）。
こ
の
点
は
家
格
表
現
と
し
て
の
殿
席
の
意
味
合
い
を
検

討
す
る
う
え
で
興
味
深
い
の
で
引
き
続
き
追
究
し
て
い
き
た
い
。
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